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第第１１章章   河河川川整整備備計計画画のの目目標標にに関関すするる事事項項   
第１節 流域及び河川の概要  

１．流域及び河川の概要            

 

北上川（２）流域は、一級河川北

上川の支川のうち、宮城県本
も と

吉
よ し

郡

津山町
つや ま ち ょ う

の北上川と旧北上川の分

派点上流から宮城・岩手県境まで

の間に位置し、宮城県及び一部岩

手県管理河川の圏域である。当流

域は、北上川左岸側に位置し、対

象河川は全て北上川の左支川とな

っている。流域内７河川の流域面積

は 222.4 km2、町数は 4 町（岩手県

東磐井
ひがしいわい

郡藤沢町
ふじさわちょう

を含む）であり、そ

の内訳を右表に、位置図を図 1-1

に示す。 

各河川の概要を以下に示す。 

 表 １-2 各河川の概要  
河川名  河川の概要  

南沢川  

北上町と津山町の境に位置する翁倉山（標高 532．4m）に源を発
し、横山において北沢川を合流し、その後、伊貝川、寺川、黄牛川、

石貝川を合流して、柳津で北上川に注ぐ。流域面積 53．6km2、河川

延長約 14.7km で、北上川との合流点には南沢川水門が設置されて
いる。  

羽沢川  

登米町東部の標高約 400ｍの北上山地に源を発し、途中、右支川
斥候川を合流して、登米町日根牛地区において北上川に注ぐ。流域

面積 21.5km2、河川延長約 8．9km で、現況は北上川と自然合流して
いる。  

恩田川  

流域面積 6.0km2、河川延長 2.0ｋm の河川で、流域の大部分は山
地であるが、下流の低平地は農地として利用され、ほ場整備事業によ

り河道が整備される予定である。北上川との合流点には恩田排水樋管

が設けられている。  

表 １-１ 北上川（2）流域の 

    宮城県・岩手県管理河川 

一   次

支 川 名

二  次

支 川 名

河 川  
延長 (ｍ )  

流 域 自

治 体 名

南沢川 7,200  
石貝川 1,800  
黄牛川 2,300  
寺川 1,715 津山町
伊貝川 220  
北沢川 1,500  

(小計 ) 5 14,735  
羽沢川 8,186  

斥候川 710 登米町
(小計 ) 1 8,896  
恩田川 2,000 東和町
大関川 5,200 東和町

二股川   17,872 東和町  
藤沢町  

 滝の沢川 600  
鱒淵川 3,500 東和町
綱木沢川 3,500  

(小計 )  3  25,472  
岩之沢川  2 ,230 東和町  

相川   4 ,800 東和町  
藤沢町  

合計 7 9 63,333  
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大関川  流域面積 24.7 km2、河川延長 5.2ｋm の河川で、流域の大部分は
山地で、北上川へ自然合流している。  

二股川  

北上山系の岩手県東磐井郡藤沢町長崎山（標高 351m）に源を発
し、途中で綱木沢川、鱒淵川、滝ノ沢川を合流して、北上川に注ぐ。

流域面積 96km2、河川延長約 25.4km で、北上川へ自然合流してい
る。なお北上川合流点から高荒神山・雷神山への山付けの区間は国

土交通省管理区間となっている。  

岩之沢

川  

岩之沢川は、高城山、八森山にその源を発し、流域面積 9.0km2、

河川延長約２ .２ｋm で、流域のほとんどが山地であり、北上川との合流
点には岩之沢排水樋門が設けられている。  

相川  

相川下流部は、河川が宮城・岩手の県境となっている県際河川であ

る。流域面積 11.6 km2、河川延長 4.8ｋm で、北上川へ自然合流し、
流域の大半は岩手県藤沢町に属している。  
相川の中流部には、利水目的の相川ダム(国営 )が建設されている。  

流域内の河川は、全て北上山地に源を発し、北上川の左岸にほぼ直角に

流入する形状をなしている。北上川右岸には平野が広がっているが、これとは

対象的に左岸側には北上山地が迫っており、平坦地が極端に少ない特徴を

有していることから、河川の延長は概して短く、勾配は急となっている。 

流域内の気候の特徴は、東部の北上山地により太平洋沿岸部と分離され

ていることから、太平洋側と比べると冬期間は晴天乾燥の日が多めで、春から

夏にかけては偏東風（ヤマセ）と呼ばれる冷風が石巻湾方面より吹きつけ、し

ばしば農作物に冷害被害を与えることがある。年間平均気温は 1１度程度と

なっており、年間降水量は 1,200 ㎜強で、まれに、冬の終わりの時期において

水分を多く含んだ大雪をみることがある。 

 
気象概要  
気       温 （℃） 

年     
平   均 最   高 最   低

降水量

(mm) 

平成   ３年  11.3 33.6 -6.4 1,597 .0 

平成   ４年  10.8 34.2 -6.9 1,011 .0 

平成   ５年  10.4 28.9 -6.2 1,388 .0 

平成   ６年  11.7 38.0 -7.8 1,076 .0 

平成   ７年  11.1 34.5 -8.6 1,114 .0 

平成   ８年  10.5 34.5 -9.6 1,103 .0 

平成   ９年  11.3 33.1 -6.8 1,147 .0 

平成１０年  11.2 31.9 -10.5 1,581 .0 

平成１１年  11.8 35.1 -7.2 1,632 .0 

平成１２年  11.5 34.2 -8.7 1,222 .0 

１０ヶ年平均  11.2 33.8 -7.9 1,287 .1 

（出典：宮城県統計年鑑）
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図 1-1 北上川（２）流域 位置図

（国管理） 
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２．流域の土地利用 

当流域である登米町、東和町及び津山町の土地利用状況は、森林の構

成比が約８０％と非常に高く、農用地は約 10％であり、両者で 90％程度を占

めている。氾濫区域内に東和町や津山町の中心市街地が含まれている他、

宅地は道路沿いや山際に散在している。 

地目別土地利用（平成 11 年） 

 田  畑  森林  原野  
水面

河川
道路  宅地  

その

他  
計  

登米町 (ha) 704 141 2,927 - 313 179 164 138 4,567

東和町 (ha) 743 431 11,148 98 589 303 224 554 14,090

津山町 (ha) 282 189 5,599 - 269 157 115 168 6,814

合  計 (ha) 1,447 761 19,674 98 1,171 639 503 860 25,471

比率（％） 6 3 77 1 5 3 2 3 100

                 （出典：宮城県統計年鑑 2000）  

流域内での大規模な開発計画は今のところ予定されていないが、恩田川

沿いの米谷地区や羽沢川沿いの日根牛地区においてほ場整備が実施され

ており、南沢川沿川でも計画が進められている。また、二股川沿いでは湛水

防除事業による内水排除施設の整備等が行われている。 

 

３．流域の自然環境 

流域内の大部分を占める山地には、スギやアカマツといった植林地が多く、

宮城県側では人工林比率が７割以上と顕著であり、コナラ群落などの広葉樹

が多い岩手県側とは対照的である。一方、河川沿いや水田地帯では、ヨシや

水田雑草群落が広くみられる。また、この地域の代表的、典型的な植物群落

として、その分布や生育状況及び変化の状況を把握する目的で「横山不動

尊の自然林」、「北上川川辺植物群落」、「柳津虚空蔵尊の自然林」、「大綱

木のクヌギ林」、「鱒淵観音堂の自然林」の５つが特定植物群落として選定さ

れている他、日根牛の大クリと、イチョウが県指定天然記念物となっている。 

動物類では、天然記念物のニホンカモシカをはじめとして、テン、アナグマ、

キツネ、タヌキ、ニホンザル等の生息が周辺において確認されている。また、横

山不動尊には国の天然記念物ウグイが生息し、鱒淵川には国の天然記念物

ゲンジボタルの発生地があるなど、総じて自然環境は豊かである。  
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第２節 河川整備の現状と課題  

１． 治水の現状と課題  

圏域内の各河川の浸水被災状況は、過去 20年間の水害統計資料よれば

表2-1のとおりである。なお、相川については浸水被災の記録はない。  
 

表 ２-1 北上川（２）流域の水害実績  

河川  洪水  水  害  水害区域面積 (ha)  

被 害家屋

（棟 ） 被  災  被災数  

一般被

害  

名  年  

月 ・日  

原  因  農地  宅地 小計  床下 床上 世帯数  事業所  従業員 農漁家 （千円 ）

S56  8 .21  ～ 8 .21 内  88 . 30 0 .10 88 . 40 1 0 1  0  0 1 147 ,319

S56  9 .23  ～ 9 .26 内 、有  110 .30 1 .90 112 .20 24 0 11  0  0 0 9 ,880

S61  8 .02  ～ 8 .10 内 、有  12 . 93 7 .89 20 . 82 65 5 32  1  1 0 201 ,463

H 2  11  ～ 11 . 1 内 、有  14 . 00 0 .14 14 . 14 4 0 4  0  0 0 5 ,768

H10  8 .25  ～ 8 .31 内  40 . 00 0 .00 40 . 00 0 0 0  0  0 0 28 , 339

H11  10 . 3  ～ 10 . 3 内 、有 、無  100 .60 0 .76 101 .36 71 16 87  1  4 0 161 ,723

H14  7 .10  ～ 7 .11 内 、有  143 .60 0 .57 144 .17 20 1 21  0  0 0 68 , 284

南

沢

川 

S56～H14 の合計  １９回  1 ,095 .40 11 . 62 1 ,107 .02 197 23 167  2  5 1 644 ,369

S56  8 .21  ～ 8 .21 内 、有  7 .80 0 .10 7 .90 0 1 1  0  0 0 2 ,435

S63  8 .08  ～ 8 .31 内  10 . 50 0 .42 10 . 92 10 0 8  0  0 0 7 ,457

H11  10 . 3  ～ 10 . 3 無  0 .00 3 .03 3 .03 72 38 26  0  0 0 175 ,329

H14  7 .10  ～ 7 .11 有  53 . 90 4 .00 57 . 90 10 3 13  0  0 0 54 , 214

羽

沢

川 

S56～H14 の合計  ９回  100 .80 7 .65 108 .45 93 42 49  0  0 0 239 ,977

S56  8 .21  ～ 8 .21 内 、無  15 . 00 0 .00 15 . 00 0 0 0  0  0 0 19 , 425

S63  8 .08  ～ 8 .31 内  36 . 00 0 .00 36 . 00 0 0 0  0  0 0 16 , 944

H11  10 . 3  ～ 10 . 3 無  0 .00 0 .21 0 .21 3 0 3  0  0 0 2 ,797

H14  7 .10  ～ 7 .11 有  27 . 00 0 .04 27 . 04 1 0 1  0  0 0 0

恩

田

川 

S56～H14 の合計  ９回  139 .60 0 .26 139 .86 4 0 4  0  0 0 44 , 355

S56  8 .21  ～ 8 .21 内 、無  30 . 00 0 .10 30 . 10 1 1 2  0  0 0 40 , 176

H10  8 .25  ～ 8 .31 無  14 . 90 0 .03 14 . 93 1 0 1  0  0 0 62 , 726

H14  7 .10  ～ 7 .11 内 、無  9 .00 0 .00 9 .00 0 0 0  0  0 0 0

大

関

川 

S56～H14 の合計  ６回  55 . 20 0 .13 55 . 33 2 1 3  0  0 0 107 ,343

S56  8 .21  ～ 8 .21 内 、有 、無  53 . 00 0 .10 53 . 10 0 1 0  0  0 0 72 , 802

S56  9 .23  ～ 9 .26 内 、無  59 . 30 0 .60 59 . 90 8 3 11  0  0 0 12 , 195

S61  8 .02  ～ 8 .10 内 、他  42 . 70 0 .24 42 . 94 16 0 8  0  0 0 26 , 838

S63  8 .08  ～ 8 .31 内 、他  87 . 50 0 .00 87 . 50 0 0 0  0  0 0 51 , 990

H 2  11  ～ 11 . 1 内 、有 、無  6 .60 3 .80 10 . 40 12 16 26  0  0 0 25 , 460

H 3  6 .02  ～ 8 .08 内 、有 、他  0 .81 1 .31 2 .12 17 3 7  0  0 0 10 , 223

H10  8 .25  ～ 8 .31 内  99 . 40 0 .02 99 . 42 1 0 1  0  0 0 8 ,113

H14  7 .10  ～ 7 .11 内 、無  111 .00 0 .31 111 .31 7 3 10  0  0 0 6 ,984

二

股

川 

S56～H14 の合計  １９回  608 .71 6 .80 615 .51 66 26 68  1  1 4 231 ,288

S61  8 .02  ～ 8 .10 内 、他  11 . 98 0 .01 11 . 99 2 0 1  0  0 0 6 ,764

S63  8 .08  ～ 8 .31 内  8 .50 0 .00 8 .50 0 0 0  0  0 0 4 ,001

H 3  6 .02  ～ 8 .08 内 、有  13 . 50 1 .85 15 . 35 5 4 4  0  0 0 6 ,894

H10  8 .25  ～ 8 .31 内  10 . 50 0 .00 10 . 50 0 0 0  0  0 0 49 , 473

H10  9 .14  ～ 9 .18 内  2 .00 0 .00 2 .00 0 0 0  0  0 0 3 ,277

H14  7 .10  ～ 7 .11 内 、 7 .00 0 .05 7 .05 1 0 1  0  0 0 0

岩

之

沢

川 

S56～H14 の合計  １０回  69 . 48 6 .80 71 . 39 8 4 6  0  0 0 72 , 021

H14  7 .10  ～ 7 .11 内 、無  47 . 00 0 .20 47 . 20 2 5 7  0  0 0 7 ,865鱒

渕
川 

S56～H14 の合計  １回  47 . 00 0 .20 47 . 20 2 5 7  0  0 0 7 ,865

※水害原因  内 ：内水   有 ：有堤部越水   無 ：無堤部浸水   他 ：その他       

掲載した洪水は被害の大きいもののみ  
資料出典：水害統計  
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（１）南沢川  

（被災状況）  

過去 20年間に洪水により１９回被災しており、一般被害は総額６４４百

万円に達し、被災世帯数は１６７世帯に上る。被害額では昭和 61年 8月出

水によるものが大きく、被災世帯数では平成 11年 10月出水によるものが大

きい。  

（改修の経過）  

昭和 45年より局部改良に着手し、石貝川合流点より北沢川合流点上

流の北沢橋までの2,520ｍが改修された。  

昭和 55年には、建設省による南沢川水門工事計画（昭和５６年完成）と

も相まって、南沢川水門から石貝川合流点までの2,200ｍ間について小規

模河川改修事業として着手した。平成 13年度からは事業区間を上流の横

山地区まで延伸し、下流のL=2,200mを国土交通省改修区間、上流の

L=3,800mを県改修区間として改修を行っている。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 2-1 南沢川改修概要図 
 
 
（課題）  

中流部において、過去にしばしば洪水が左岸堤防上の国道 45号を越

水したように、被災原因の多くは中・上流部における流下能力の不足であ

り、下流では内水被害も発生している。  

国

南沢川 L =7 ,20 0 m 
石貝川 L =  200 m 
黄牛川 L =  580 m 
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（２）羽沢川  

（被災状況）  

過去 20年間に洪水により９回被災しており、一般被害は総額２４０百万

円に達し、被災世帯数は４９世帯に上る。被害額、被災世帯数ともに平成

11年 10月出水によるものが大きい。  

（改修の経過）  

 羽沢川の改修工事は、斥候川の局部改修 (昭和 48～59年 )に始まり、平

成３年以降斥候川合流点上流から畳石橋の区間Ｌ＝1，550mについて、

築堤や河道掘削等の工事を進めている。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-2 羽沢川改修概要図  
 

（課題）  

下流部の築堤区間は、計画流量の流下が可能であるが、現状の堤防

高は北上川左岸堤防高よりも低く、計画流量を上廻る北上川の水位上昇

時には、羽沢川堤防は高さ、幅ともに不足する。  

 

斥候川水門

北沢橋
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（３）恩田川  
 
（被災状況）  

 過去 20年間に洪水により９回被災し、一般被害は総額 44百万円、被災

世帯数は４世帯となっている。被害額は昭和 56年 8月出水、被災世帯数

は平成 11年 10月出水によるものが大きい。  

（改修の経過）  

 恩田川では、昭和 57年に恩田排水樋管が改築されたが、その後も下流

の農地で内水の湛水がみられたことから、平成 10年より米谷地区ほ場整

備（担い手育成型）による河道改修（Ｌ＝1,052m）が開始され、平成 16年

頃の完成予定となっている。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-3 恩田川改修概要図 

 
（４）大関川  
 
（被災状況）  

過去 20年間に洪水により６回被災しており、一般被害は総額 107百万

円、被災世帯数は３世帯となっている。被害額、被災世帯数ともに昭和 56

年 8月出水と平成 10年 8月出水によるものが大きい。  

（改修の経過）  

大関川では、三滝堂河川公園付近での環境護岸工事や、上流での砂

防流路工が実施されているが、下流区間の河道改修は行われていない。  

恩田排水樋管  

ほ場整備事業による河川改

修実施中  
L=1,052m 
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（５）二股川  
 

（被災状況）  

過去 20年間に洪水により１９回被災しており、一般被害は総額２３１百

万円に達し、被災世帯数は６８世帯に上る。被害額では昭和 56年 8月出

水と昭和 63年 8月出水によるものが大きく、被災世帯数は平成 2年 11月出

水と昭和 56年 9月出水によるものが大きい。  

 

（改修の経過）  

二股川の改修工事は、昭和 35年に下流部から開始され、その後、上流

区間へと工事を進めて概ね完了し、計画堤防高が確保されている。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-4 二股川改修概要図  

 
 
 
 

国管理区間  



 

 

10

（６）岩之沢川  

（被災状況）  

過去 20年間に洪水により１０回被災し、一般被害は総額 72百万円、被

災世帯数は5世帯である。被害額では平成 10年 8月出水によるものが大き

く、被災世帯数は平成 3年 6～8月にかけての出水によるものが大きい。  

 

（改修の経過）  

昭和 53年に岩之沢排水樋管が改築され、昭和 55年から局部改良工事

を開始し、河道の掘削や築堤工事を進めた結果、上流の砂防流路工まで

の1550ｍの区間が概ね完了している。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-5 岩之沢川改修概要図  
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２．河川の利用及び河川環境の現状と課題 

流域の利水状況は、主としてかんがい用水であり、北上川からの取水に大

きく依存している。計画対象河川からの取水は、許可０．３２３２m3/s、慣行０．

６０９m3/s で流域内取水量の３４％程度となっている。 

河川の親水利用としては、大関川の三滝堂河川公園が挙げられるが、駐

車場の不足等による近隣への影響も発生している。その他の河川公園では、

親水性の確保に向けた維持管理が要望されている。 

流域内では、多くの川でサケの遡上がみられ、南沢川の魚類調査ではアユ

の遡上も確認されている。また、横山不動尊には国の天然記念物ウグイが生

息する他、二股川支川の鱒淵川には国の天然記念物の源氏ホタルが生息

する等、自然豊かで貴重な河川環境が保たれている。また、水質の類型指定

や定期的な調査は実施されていないが、南沢川で行った水質調査の結果は、

環境基準 A 類型相当、羽沢川で実施された水生生物による水質調査でも、

水質階級Ⅰ（きれいな水）と判定されており、良好といえる。  

一方、流域内の山地の植生は植林地が広く分布し、自然植生が少ない。

森林経営に力を注いだ結果、植林可能な場所は杉林となり、杉に適さない土

地には松を植えるなど、かつての広葉樹林は次第に姿を変えて針葉樹の人

工林が増えた。このことは流域の生態系にも大きく影響を及ぼしていると考え

られ、木の実や昆虫を餌とする動物や鳥類の繁殖への影響や、保水力の低

下による山間小河川の瀬切れ、水生生物への影響等となって現れ、かつては、

どの川でもホタルや魚介類等、多様な生物が豊富にみられたと町史の記述や

地域の過去を知る方々からの情報として伝えられている。貴重種への配慮の

みでなく、かつて普通にみられた生物がまた河川に戻るよう、瀬や渕の保全と

いった河道内での配慮の他、山地や農地を含めた流域全体の豊かな自然環

境の保全・創造が求められている。  
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第３節 河川整備計画の目標  
１．河川整備計画の対象区間 

河川整備計画の対象区間は、北上川（２）流域内の宮城県知事、岩手県

知事管理区間とする。  
 

 
河川名  支川  対象区間  指定区間河

川延長 (m) 
１ 南沢川  一次  北上川合流点～本吉郡津山町横山  7,200
２ 石貝川  二次  南沢川合流点～本吉郡津山町柳津  1,800
３ 黄牛川  二次  南沢川合流点～本吉郡津山町柳津  2,300
４ 寺川  二次  南沢川合流点～本吉郡津山町横山  1,715
５ 伊貝川  二次  南沢川合流点～本吉郡津山町横山  220
６ 北沢川  二次  南沢川合流点～本吉郡津山町横山  1,500
７ 羽沢川  一次  北上川合流点～登米郡登米町日根牛  8,186
８ 斥候川  二次  羽沢川合流点～登米郡登米町日根牛  710
９ 恩田川  一次  北上川合流点～登米郡東和町米谷  2,000
10 大関川  一次  北上川合流点～登米郡東和町米谷  5,200
11 二股川  一次  北上川合流点～東磐井郡藤沢町大籠  17,872
12 滝の沢川  二次  二股川合流点～登米郡東和町米谷  600
13 鱒淵川  二次  二股川合流点～登米郡東和町米川  3,500
14 綱木沢川  二次  二股川合流点～登米郡東和町米川  3,500
15 岩之沢川  一次  北上川合流点～登米郡東和町錦織  2,230
16 相川  一次  北上川合流点～東磐井郡藤沢町黄海  4,800

 
２．河川整備計画の対象期間 

河川整備基本方針に定められる河川整備には、長期間を要することから、

段階的に目標を定めて整備を進めるものとする。  

今次の河川整備計画の対象期間は、計画策定から概ね３０年間とする。な

お、洪水等防止軽減水準の向上、流域の社会状況、自然状況等の変化や

新たな知見、技術の進歩等により、対象期間内であっても必要に応じて本計

画の見直しを行う。  

 
３．洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する目標 

河川の氾濫被害を軽減させるためには、無堤部の堤防整備、既設堤防の

拡幅・引堤、河道掘削による河積拡大、流下阻害構造物の改築など、上下

流における一連の総合的な整備によりはじめて治水効果が発揮される。  

河川の氾濫防止対策については、過去の洪水による氾濫箇所や浸水

被害、土地利用状況等を勘案し、計画期間内において一連の効果発現

が図られるよう、段階的な整備目標を定め、河川の整備を効率的に実施し、

整備目標を達成するよう努める。 
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当流域では、近年の被災実績や県管理河川の治水安全度の水準を勘

案し、20 年に１回程度起こると予想される洪水に対して、被害の防止・軽

減を図るよう整備を行うものとする。 

また、整備途上段階あるいは整備目標を上廻る大洪水などに対する備

えも重要であり、河川管理施設の適正な維持管理に加えて、雨量や水位、

流量などの情報収集・提供等洪水時の河川管理の高度化を図ることとす

る。併せて、想定される氾濫区域の公表や、河川情報の一般への提供と

合わせ、地元町と連携し、もしもの事態に備えたより迅速な防災・避難態勢

の確立（洪水ハザードマップの作成・配布等）を支援する。  

 
４．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標 

流水の正常な機能を有するために必要な流量については、流況データの

蓄積を行いながら、動植物の保護や、流水の清潔の保持等必要な調査・検

討を行う。限りある水を有効に利用しながら、河川環境を保全するために、関

係機関及び地元町と連携しながら、適正な水運用を図る。  

また、人々が河川に近づき水とふれあえるような水辺空間の創出について

は、地域ニーズを踏まえるとともに、河川空間の利用への配慮や適正な維持

管理について、地元との調整を図りながら推進する。  

 
５．河川環境の整備と保全に関する目標  
流域内の豊かな自然環境は、多様な動植物の生息環境を支えており、各

河川の水域においては、瀬や淵の保全に努める他、水際線の改変を最小限

にとどめるように努め、陸域においては、河岸植生の保全を図り、水際からの

緑の連続性を確保する。  

このため、河川工事等に際してはこれらに配慮し、現在生息している多様な

動植物の生育環境の保全と復元を図るために、多自然型工法を実施する。  

また、現在の田園と里山が織りなす美しい風景と調和した河川環境の保全

に努める。  

さらに、流域内で実施される下水道事業等の水質浄化対策と連携し、現在

の水質を維持し、水質事故防止に向けた住民への広報活動の強化を図ると

ともに事故発生時の被害軽減に努める。  

流域内の貴重な財産である自然環境を維持し、また、かつてのより豊かな

自然環境を取り戻すためには、河川環境のみならず、生産活動や日常生活

の場である里と水源である山を含めた流域全体としての対応が必要であり、関

係機関や地元と連携を図りながら、流域の総合的な保全と管理に努める。  
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第第２２章章   河河川川整整備備のの実実施施にに関関すするる事事項項   

第１節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の

施行により設置される河川管理施設の機能の概要  

流域内河川の洪水被害の防止、軽減を図るため、次の場所において、築

堤、河道掘削などの河川整備を実施する。  

河道掘削は、天然記念物ウグイ等の生息・産卵環境の保全に努め、極力

現在の澪筋を残した整備を行うとともに、やむを得ず河床を下げる場合には、

施工方法や施工時期の工夫により、その影響を最小限にとどめるよう配慮する。

低水路の樹木は洪水時の流水の阻害等、沿川の治水対策に悪影響を及ぼ

す場合もあることから、洪水の流下や河川管理施設等に支障と認められるもの

は、河川環境の保全に配慮しながら、伐採等適切な措置を講ずる。  

 

河川名  整備区間等  整備延長（ｍ）  

南沢川  
南沢川水門～横山の区間について、築

堤工事と河道掘削工事を行い、流下能

力確保と支川の合流処理を行う。  

L=７，２００ 
 

石貝川  国道４５号までの築堤工事を行い、流下
能力確保と合流処理を行う。  L= ２００  

南  
沢  
川  

黄牛川  四反田橋までの築堤工事を行い、流下
能力確保と合流処理を行う。  L= ５８０  

羽  
沢  
川  
羽沢川  

皮袋橋～畳石橋の築堤工事を行い、流

下能力を確保する。  
皮袋橋下流の築堤工事を行い、北上川

との合流処理を行う。  

L=２，５００  

二  
股  
川  
二股川  吉田橋下流の築堤工事を完了させる。  Ｌ＝  ２８０  
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（１）南沢川  

横山地区等、家屋浸水発生区域の安全度向上のため、築堤と掘削工

事により計画流量を安全に流下できる断面の確保と支川の合流処理を行

い、洪水被害の軽減を図る。  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 整備計画流量配分  

 整備計画位置  

 横断図（南沢川水門から 2.8km 上流） 

 

国改修区間  
(平成 13 年～）  

南沢川 L=7,200ｍ 
石貝川 L= 200m 
黄牛川 L= 580m 

黄牛川 寺川 北沢川

65 25 150
北
上 470 330 310 270 130 南沢川
川

80 30

流域面積 54 km2

比流量 8.8 m3/s/km2 石貝川 伊貝川 単位 m3/s

南沢川  L=7,200m 

石貝川 L=200m  、黄牛川 L=580m 

1 ：  2  1 ：  2  1： 2 1： 2K.P.10 .800m
0.8m

K.P.10 .800m
0.8m

1:2

1:2
1:2

1:2

51.5ｍ
4.0m 4 .0m 
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斥候川

80
北
上 250 210 北 190 羽沢川
川 沢

橋

40

流域面積 22 km2 湯沢川 単位 m3/s
比流量 11.6 m3/s/km2

（２）羽沢川  
溢水の発生した無堤部付近の築堤工事により計画流量を安全に流下で

きる断面を確保し、洪水被害の軽減を図る。また、下流部について北上川と

の合流処理を行い、日根牛地区低平地の洪水防御を行う。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 整備計画流量配分  

 整備計画位置  

 横断図（北沢橋から 0.9km 上流） 

 

北上川合流点処理
L=2,000m

7.5m 

1：2 1：2

2.0m 
ＨＷＬ  １３．３６1：2 1：2

北沢橋

7.5ｍ  

羽沢川  L=2,500ｍ 
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（３）二股川  

吉田橋下流左岸における築堤工事を完了させる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 整備計画流量配分  

 整備計画位置  

 横断図（吉田橋から約 300m 下流） 

 

国

4.0ｍ  86.0ｍ  

1：2 1：2

4.0ｍ  

0 .8ｍ
1：2 1：2

綱木沢川

直轄管理区間
(130)
220

北
上 650 吉 610 440 310 二股川
川 田

橋

180
雷神山 (170)

流域面積 96 km2 単位 m3/s
比流量 6.8 m3/s/km2 鱒淵川 (　)は合流量

国

15.32 

L=280m 
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第２節  河川の維持の目的、種類及び施行 

１．河川の維持の基本となる事項 

 整備された堤防、護岸等の河川管理施設の機能を維持していくために、日

常の施設の点検や河道の巡視を行い、併せて自然環境との調和、地域との

連携を図りながら、流域内河川の適正な維持管理に努める。  

 

２．河川の維持の目的及び種類 

（堤防の維持管理）  

堤防は、治水対策の根幹的な施設であり、堤防の植生が有する堤防保護

機能の維持・増進と、コスト削減による除草実施区間の延伸及びリサイクルに

努めつつ、河川愛護会等地元の協力も得ながら除草やゴミ清掃等適正な管

理に努める。  

また、堤防や護岸における亀裂や漏水、洗掘等の異常や、河川区域の不

法占用、不法投棄等の早期発見に努め、必要に応じて修繕や指導を行う。  

 （河道の維持）  

河道に所定の流下能力を確保するため、堆積土砂の撤去、立木の伐採等

を行う。高水敷きや低水路の樹木は、生態系を育む重要な空間である一方、

洪水時の流水阻害等沿川の治水対策に悪影響を及ぼす場合もあることから、

樹木の成長や繁茂の状況把握に努め、洪水の流下や河川管理施設等に支

障と認められるものは、河川環境の保全に配慮しながら伐採等適切な措置を

講ずる。  

（洪水管理）  

洪水時においては、洪水の状況、堤防の状態、河川管理施設等の状況を

把握するとともに、水防管理団体と連携を図りながら、危険個所の早期発見に

努め、河川管理施設等に被害が発生した場合には、速やかに応急復旧等を

実施する。  

洪水災害に対して極力被害を軽減するために、重要水防箇所等の公表・

周知や点検の強化を図るとともに、非常時にあっては、迅速かつ的確な情報

の提供を行う。  

沿川地域住民の防災意識の高揚に向けて、各町でハザードマップが作成・

活用されるよう、必要な情報の提供や参画等可能な支援を積極的に行う。  
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（河川構造物の管理）  

水門等の河川管理施設が常に機能を発揮できるよう出水期前等、定期的

な点検・整備を行い、適切に補修・改修を行う他、許可工作物の遊休施設が

発生しないよう管理者と調整を図る。  

（低水管理）  

取水状況や流況の把握など適正な管理に努め、特に渇水時においては、

適切な情報収集と必要な情報提供を行い、調整の円滑化に努める。  

現在の水質を維持するため、水質事故防止に向けた広報活動の他、事故

発生時の被害の軽減体制を維持していく。  

 

第３節  その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項    

１．河川情報の提供に関する事項 

流域内河川を適切に整備・保全する気運を高め、より良い河川環境

を地域全体として積極的に創り出すよう河川愛護・美化の普及を推進

する。そのため、河川に関する様々な情報をインターネット等により

提供し、地域との情報の共有化を図る。  

洪水時は河川情報（降雨量、水位等）の収集を行い、防災関係機関

や一般向けに洪水情報を速やかに提供するため、河川情報システムや

防災情報伝達システムの強化に努める。  

 

２．流域における取り組みの支援等に関する事項 

河川に関する様々な情報の提供や河川観察会等のイベント、総合的

学習の支援、一斉清掃等地域住民との協働をとおして、住民参加によ

る地域から愛され親しまれる川づくりに努める。  

また、上流部と下流部における住民の河川に関する理解と交流を深

め、流域が一体となった取り組みを支援するなど、流域の視点で地域

や関係機関との連携を図る。  


